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砂丘地大根における棚素欠乏について

高橋洋一・渡辺竜一郎・梅本俊成＊

（山形県農試．＊同砂丘分場）

1　ま　え　が　さ

山形県にかける砂丘地畑面積ほ乳600h8．に及ん

でるが・近年大根におhて，地元で所謂〝肌荒れ〝と

称する原因不明の症状が広範に発生し，収穫物の商品

価値が皆無となる例が少なからずあった．この為に聾

者らは昭和36年より対策試験を実施し，38年度に

かいて大根の〝肌荒れ〟症状が湖東の施用によって治

癒する事が明らかにな少，該症状が瑚素欠乏である事

が確認されたので，こゝにその結果の概要智報告する．

2　斡　験　方　法

1・昭和36．37年度試験設計

両年度にお小ては，酒田市浜中の海岸砂丘土壌にお

いて次の武威区を改け実施した．すなわち，①無処軋

㊥土壌施用がレート，③同湖臥④同封0，◎同軸，

⑥伺8・出〇・晦，⑦スプレーソリポー，㊥同湖臥

㊥岡B・址〇・Mgの9区で，試験方法等は略38年

度に準じている．

鼠　昭和38年度試験設計

本年度にかいては，前年の試験結果に鑑み肌荒れ症

状発生の大なる地点が試験地に該当する横に配慮し，

A・・B両種の試験に分け・A試験はAl・A．・AI
A一　の4ヶ所で実施し，B試験は1ヶ所で実施した．

各試験地共試験場所は酒田市浜中で，供試品種は大
蔵大横である．

（l）　A．B試威設計

A試験地は1区面横30がの単区制で，第1表の

設計で実施し，対策資材はA8試験地のみ全面撒布し，

他は肥料と共に溝施用とした．

第1表　A試験地の試験区と内容
（1 0 8 当鑑ヂ）

試 験区 名

対　 策　 資　 材

棚　 秒 硫 頭 書土
モリフラン酸

アユ／モニ／

硫加 燐 安

1 1 号

1．無 処 ．哩
0 0 0 Ⅳ．ち鶏．E 2 0

9・B ．晦 ．M O 1．5 4 0 0 仏 1
各 7 8

a B ．M g － ⊥5 4 0 0 0

七万・ 一　 一 1．5 0 0
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B試験設計は第2表の通少で，1区9がの3連制で行

ない．食材及び肥料は顛施用とした。

第2表　B試験地の試験区とその内容

（10a当Eg）

試 験 区 名

対　 兼　 資　 材 硫 加 燐 安

1 1 －号瑚 沙 硫 駿 普 土 モリフヲシ威

7 ■ニ／モニ／

1．無 処 理 0 0 0

N ．P 純 友202 ．B　 M g　 M o 15 4 0 は1

ま －　 M g　 M o 0 4 0 α1 各 4．6 8

4 ．8　 －　 M o 1．5 0 仏1

5 」 ＝ 晦　 － ユ5 4 0 0

a　 B　 一　 一 15 0 0

7　－　 M g　 － 0 4 0 0

8　－　 －　 M o 0 0 仏1

B　化学性

（2）A．B試威地土壌

A。B各試験地の土壌断面形態はほほ類似し，第

1層は厚さ30蝕前後のSで，色は10Y R4／3－4

で，以下第2層は10YR4～5／3～4で，腐植に

よる汚染が少いため精々淡色を示す．

理化学的性質は第3表の通わで，何れも粘土含量に

極めて乏しい海洋砂丘土壌で，塩基に乏しく，水溶性

B含量も少レ．

第3表　試験地土壌理化学性　（第1層）

A　理学性　　（痴）

武 威 地 名 租 抄 粗 沙 砂 合 計 シ ル ト 枯 土 土 佐

A l 8 ti8 1 1．3 9 8 1 1．1 α7 S

A ， 9 tL7 ヱ8 9 8 5 0月 u 7 S

A a 8 ：1 7 1 4．4 9 8 ．1 0月 1J S

試 験 地 名

P　 H

Y l

C E C T I N T － C E X －C a o E X －M g O 腐　 植 水 溶 性

H 2 0 K C l 呼 ヤ 呼 呼 呼 感 B r

A l 5 ．4 4．2 2．6 4カ 3 8 3 4 0
6 0 3 G 5 9 1 2 5

A l 5 ．1 4．2 2．6 A l 2 0 1 7 0
7 2

7 5

9 5

4

1 1

9

（u O

n 6 4

1 1．0

1 4．0

8 5

A 3 5 5 4，6 1．0 4．1 4 3 3 7 0

B R l 5 2 α9 5 ユ 1 9

2　試　験　結　果

1．昭和36．37年度成績

36．37年度におhて得られた結果は，第4表の

通力で，即ちB，Mg，Mo　等の施用によって恨部収

量の増加傾向は認められるが，両年度とも肌荒れ症状

の発生率は低く，その被害程度は極めて軽徴だったの

で，〝肌荒れ〝症状発現に及ぼす此等の要素の影響は

明らかでなかった．

2．昭和38年度成績

（1〉　A試験地成績

本年度においては，4ヶ所の試験地のうち3試験地

の無処理区において．肌荒れ症状の高い発生が見られ，

第5表の如き結果が得られた．

第4表　昭和36．37年度試験結果概要

1 0 8 当 馳

試∴験　 区　 名

昭和 3 6 年 度 昭和 3 7 年 度

根　 室 同左 此 肌 荒 れ 発 生率 根　 室 同 左 比 肌 荒れ 発 生率牒

1． 無処 理 4，5 8 9 1 0 0 5 a 4 2 0 1 0 0 4

2． 土 壌施 用　　 B 4，8 8 4 1 0 6 0 三郷0 6 1 1 1 0

凰　　　 ク　　　　　　 B 52 5 1 1 1 4 5 a 7 6 9 1 1 0 0

も　　　 ク　　　　　　 M o 5．1 1 5 1 1 1 2 0 a 5 3 2 1 0 3 4

5．　　　 〃　　　　　 M g 5，4 4 1 1 1 8 1 5 a 4 6 4 1 0 1 0

a　　　 クB ．M O ．M g 4，89 0 1 0 7 0 4㌔2 4 1 1 2 6 4

ヱ　　 ス プ レー　　　 B a 9 2 3 8 6 0 a 3 8 5 9 9 0

＆　　　 ク　　　　　 8 5，5 2 6 1 2 0 0 a 7 2 7 1 0 9 0

a　　 ク　 B ．M o ．晦 4，5 8 9 1 0 0 5 a 4 8 7 1 0 2 0
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第5表　肌荒れ症状発生程度と収量

A．試　験　地 （108当与）

区 名 藷 程度
正　　 常 軽　　 度 中　 産 甚 敵　 甚 合 計

収 量
同左 此

節 収　 量 努 収　 量 帝 収　 量 痴 収　 量 痴 収　 量

1．無

処理

横　 重 0 0 0 1 5 1 7 3 8 5 18 3 A 1 5 0 7 1 0 ∩

棄　 重
2 4 9 2 2 2 5 2 4 7 4 1 0 0

乞 B

M gM O

根　 室 10 0 2，00 6 0 0 0 0 乳0 0 6 1 3 3

素　 量 1β1 1 1，6 1 1 6 5

a B

M g

根　 重 10 0 2ユ2 3 0 0 0 0 2 J 2 3 1 4 0

棄　 重 1β5 0 1β50 6 3

4．B

8

根　 重 1 0 0 印 85 0 0 0 0 已08 5 1 3 8

素　 量 1万8 0 1，58 0 6 4

A2試　験　地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（108当り）

区 名 式 次 確度 正　 常 密　 度 中　 産 甚 激　 甚 合　 計

同左比
痴 収　 量 痴 収　 量 感 収　 量 痴 収　 量 痴 収　 量 収　 量

1．無

処 理

根　 重 50 23 1 8 1 3 5 0 8 7 3 6 4 10 2 6 5 2 0 4 9 2 a 9 4 7 1 0 0

素　 量 1．0 8 0 2 8 8 2 1 5 1 8 9 4 0 1 2 J 7 3 1 0 0

2．B

M 昏M O

横　 重 10 0 4月 5 3 0 0 0 0 4β5 3 1 2 3

棄　 重 2．8 6 8 軍 6 8 1 3 2

a B

M g

横　 重 10 0 42 3 2 0 0 0 0 42 3 2 1 0 7

葉　 重 2J 3 0 l
r 糾 3 0 9 9

t

B

枝　 重 97 4 J 3 4 3 1 2 1 0 0 0 4β5 5 1 0 8

素　 量 22 1 6 3 7 2 2 5 3 1 0 4

A3　試　験　地 （10a当り）

区　 症 状 程度 正　 常 軽　 度 中　 産 甚 敵　 甚 合　 計
同左 比

努 収　 益 節 収　 量 痴 収　 量 褒 収　 量 痴 収　 量 収　 量

L 無

処 理

根　 重 6 3 1，4 7 9 1 0 1 8 5 1 3 3 6 5 1 3 2 7 3 0 軸 0 2 1 0 0

葉　 重 12 5 8 1 5 8 2 6 1 2 2 7 1β0 4 1 0 0

2∴B

晦 M o

根　 室 94 4，1 5 8 3 2 3 6 3 2 0 3 0 0 4き9 0 1 g 9

糞　 重 2J 5 6 1 0 7 1 0 7 乳3 7 0 1 2 4

a B

M g

根　 室 9 3 4ユ8 2 7 3 6 7 0 0 0 4月4 9 1 9 8

棄　 重 1p l l 1 4 9 2，0 6 0 1 0 8

A

B

根　 重 1 0 0 a 9 2 1 0 0 0 0 8 9 2 1 1 7 0

素　 量 乳1 8 9 乳18 9 1 1 5
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すなわち，①各鼠験地の無処理区における肌荒れ発

生度は・A．試験地で韻書が特に着るしく，症状箱庭

激甚のものが85多，高が15痴計100感の被害率

を示し・次いで・A】では50痴・Aaで沈37多の症

状発生をみたが，その何れも湖東の施用によって，症

状の発生は皆無又は7痴以下となって上潮素の應用効

果は顕著であカ，該症状がB欠乏に由来するものであ

る事が明らかである．又症状発現に及ぼすMg．MOの影

響は認められない．㊥Bの施用によって根椰収蚤は，

Al試験地では33～40界・A2　では7－23感，

Alでは70－99感の演者な増収となった机根邸

の増収に及ぼすMg・Moの効果については尚検討を
要する．

症

区

L無処理

已8．Mg．Mo

aMg．Mo

A王．Mo

5．8．Mg

aB

7Mg

aMo

（21B試験地成績

本試験にかける潮来の効果は，A試験地と咤同じ結

果が得られ・すなわち・第6表の通りBを欠くMg　－

MO各区の肌荒れ等の症状発生は苦るしく，該症状が

8欠乏である一事が認められるものである．又，翻案欠

乏症状は，根椰外皮の肌荒れと共に，亀裂（裂根）と，

掛澗の褐変が併発するものであるが，裂根については

棚素欠乏に因らないものも含まれてhるものと考えら

れる・雇用順量はBの施用によって2～3割の増収と

なるが・又Mg・特にMOの施用によって増収傾向が

認められる様である．

第6表　B試験地調査成績

肌 荒 れ度 合　 痴 裂　 横　 度　 合　 多 内郷褐変度合　節

正 常 軽 中 甚 正 常 軽 中 甚 正 常 軽 中 甚

4 8 1 l fi5 l a 3 2 2．1 5 8．4

9 4．6 a 9 1 5 0 9 1 3

5 8．5 1 7 1 1 4．2 1 0．2 6 那

1 0 0 0 0 0 9 1．9

9 7 0 1，5 1 5 0 8 1．2

9 7 5 0 鼠5 0 8 （L5

4 5 ＿3 1 6．6 l n 3 2 7 8 5 5 9

4 6．5 2 5．6 2 （1 9 7 0 5 1．3

（さ）無機成分吸収状況

瑚素欠乏症状の甚だしい大根と，健全大根の無機成

分吸収は第7及び第8表の通わである．

第7表　無機成分含有率（声）

試験

地名
区　 名 位

乾 物

垂
N f 20 8 K P C a O M g O

B

（p plリ

A

⊥無 処 理

（被害 ）

横 ＆6 も9 1．9 8 5 ．3 1 n 9 1 n 3 3 a 3

葉 a l t O 1．6 6 5 ．2 5 2．9 8 M 7 a 7

a B ．1短

（健全 ）

根 8 4 a 8 3 1．7 7 5 8 9 仇6 3 α2 5 16 ．7

棄 5．5 2 ．7 3 1．4 6 亀2 1 4 0 3 且6 3 3 2 ．2

第8表　無機成分吸収量

（108当量タ）

試 験

地 名
区　 名

部

位

乾 物

重
N 弓q E 20 C8 0 M g O

8

（辟・）

A l

⊥無 処 理

（嶺 等 ）

根 12乱3 丘 256 丘87 u 8 α43 1∫〉7

兼 14鼠3 a O 鼠48 7 86 亀偵 仏乃 1．才）

合計 珊 0 1細 5（）4 14．73 5朗 1ユ3 237

a B ．〟g
M 0
（健 全 ）

横 1姐 0 a62 乞27 7 54 m gl 03 2 2ユ4

棄 gZ 8 え40 lJお a 刃 354 肪5 a g∋

Iコ a G 8 6 02 a 55 112 4 も：5 α87 4．97

∽
餌
的
〓
皿
舶
”
5
餌
郁

5

　

9

　

5

　

1

　

9

　

9

　

4

　

4

卵
亜
6
　
㍍
O
 
a
l
鮎
…
“
個

2

　

2

l q 2 4J 5 8 8 2

0 0 8 7 9 2

2 q 6 a 8 7 3 0 5

0 0 7 3 7 5

0 0 7 5 2 8

0 0 7 5 8 3

2 8 5 7 2 6 0 6 9

2 8 2 9β 8 7 5 8

すなわち，含有率では被等珠のⅣは根・棄共に極め

て高く，反対にBは健全株の根は露，葉はガに過ぎず

両成分共特に顕著な差を示し，又Ca・Mg　は被害株の

根において高く．乗では低含量となっている．

吸収量では，被害株は健全株に比し．封では2倍の

吸収を示し，P・Ⅹ・Ca・Mgでも一般に多くなって

hるが，Bだけは逆になっておれ被寺株の108当

の吸収総量はえ4gr程度で健全株の約半分となって
いる．

3　む　ナ　び

砂丘地大根における〝肌荒れ〝症状について，二B．

Mg・Moを用h対兼試験を実施し次の結果をえた．

1・肌荒れ症状は根邸の裂傷‥広邸の痴変等を併発

するものでめるが，伽紗の施用によってその発現は略

完全に押えられ，かつ根邸収量も増加し，該症状が棚

素欠乏に因るものである事を明らかにした．

2．大根は8欠乏によって．腱全株よカも根葉共に

打の吸収が着るしく増大し，一般Kf．X．Ca．Mg．

等の吸収量も多くなるが，反対に8は含有率では健全

株の妬く根），ガ（棄）で10a当身の吸収量は虻4

gr　に過ぎない．


